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※説明の便宜上、イラストは原型と異なる場合があります。 



Safety Information 


醫藝 IS 

ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 


絵表示について- 


この 「安全上の留意 I 頁目」は，製品を安全に正しくお使いいただき，あなたや化の人々 
への危害や,財をへの損害をホ然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容 
をよく理解してか6本文をお読みください。 


A 警告 
A を意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死亡:または 
重傷を負う可能性が想定される内容を示します。 

この表示を無視して、誤った取り撒いをずると、人が損傷を負う 
可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想をされる 
内容を示します。 



( S 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中和近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

参記号は行為を強制したり指示したりずる内容を告げるものです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け） 

が描かれています。 

公記号は注意を促す内容を告げるものです。 

(左図の場合は指をはさまれないよう[こま意）が描かれています。 


( 

运) 

電源プラヴを 
つンセントか 

6巧け 

•万一，煙が化ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用ずると、 火災、 感電の原因となります。ずぐに機器本体の電 1 
源スイッチを切り，必ず電源プラグをコンセントか6损いて<ださい。煙が化な<なるのを確認して悲売店に修理をご化頼<ださい。 

•万一，的部に水などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから版いて販売店にご連絡くださ 
し)。そのまま使用ずると义炎-感電の原因となリまず。 

•万一.的部に異物などが入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか6振いて悲売店にご連絡くだ 
さい。そのまま巧用ずると义炎 ■ 感電の原因となります。 


么 

•電源コードが傷んだら（お結の露出、断線など）飯売店に交被をご化镇< ださい。そのまま使用すると义淡■感電の原因となリます。 

A 

(§) 

水場での巧用 
禁止 

•風呂場では使用しないでください。 化焚- 感電の原因となリます。 

敬 化 
言 口 

( S ) 

•乾電池は、充電しないでください。電池の破損、液もれ(こより、火炎■感電の原因となります。 


巧巧禁止 

参雷が鳴リだした 6. アンテナ線や電源プラグには触れないで<ださい。感電の原因となリます。 



•表示された電源電圧故流100ボルト）かの電圧で使用しないでください。义災■感電の原因となります。 

•この磯器を使用できるのは日本国巧のみです。船舶などの直流の C ) 電源には接綿しないでください。义炎の原因となりまず。 

•この磯器に水が入ったり.ぬ6さないようじごを意 < ださい。义繫■感電の原因となリます。雨天，蜂雪中、お岸、水辺での使用は特 
じごを意ください。 


运) 

•万一.この機器を落としたリ、キャビネットを破損した塌合は、機器本体の電源スイ、ソチを切リ、電源プラグをコンセントから振いて 
廉売店にご連絡ください。そのまま巧用ずると义炎-感電の原因となりまず。 ， 
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Safety Information 



整化 

言口 



通風孔のある機器のみ 

♦この機器の通風乱をふさがないでください。遺風乱をふさぐと内部に熱がこもり，义載の原因となります。この磯器には，内部の温度 
上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風乱があけてあります。巧のような使いちはしないでください。 

この機器をあお向けや横倒し、逆さまにずる。この機器を巧し人れ，専用のラック外の本错など風通しの悪いところに押し込む。 
テーブルク□スをかけたリ，じゆうたん，布団の上において使用する。 


•この機器を設置する場合は、壁から lOcmJU 上の商隔をおいて<ださい。また、放熱をよ<するために、他の機器との聞は少し離して 
置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面から 2 cm 以上，背面か 65 cml ： J 上のすきまをあけて<ださい。内部に熱がこ 
もり义雖の原因となりまず。 


•電源 コー ドの上に重いものをのせたり， コー ドが本磯の下敷じならないようにしてください。 コー ドに傷がついて义炎-感電の原因 
とな U ます。 

•この機器の通風孔，ディスク巧入□などか6内部に金属類や燃えサすいものなどを差し込んだリ、落とし込んだりしないでください。 

火炎-感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

•この機器の上になびん、植木鉢，コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器ホルさな金属物を置かないでください。こぼれたリ、 
中に入った場合、义雖-感電の原因となリます。 

•この機器の上に、ろうそく等の能が発生しているものを置かないでください。义雖の原因となリます。 


•この機器の裏ぶた，丰ャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分がぁリ、感電の原因となリます。内 
部の点横-整備-修理は販売店にごが頼ください。 

•この機器は巧造しないでください。义雖-感電の原因となります。 


•電源コードを傷つけたり，化工したり，無理に巧げたリ、ねじったり、引っ張ったりしないでください。コードが破損して、义雖 ■ 
感電の原因となります。 

AC アウトレット（電源コンセント）付き機器のみ 

•この機器の AC アウトレ、ソトが供給できる電力は背面パネルに表示されております。接綿する装置の消費電力の合計が表示されている 
W (容量）を超えないよラにしてください。か雖の原因となリます。電熱器具、ヘアドライヤー，電磁調理器などは接輸しないでくだ 
さい。また、供給電力 W 内であっても、電源を人れたときに大電流の流れる機器などは、接統しないでください。 



•調理台や化湿器のそばなど巧煙や湯気が当たるような墙所に置かないでください。义炎-感電の原因となることがあります。 

•ぐ6ついた台の上や傾いた所など不安定な墙所に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となることがありまず。 
•電源コード，スピーカーコードを熱器具におづけないでください。コードの被ふ<が溶けて、火炎-感電の原因となることがあります。 
•窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に温度が高<なる場所に放置しないで<ださい。キャビネ、ソトや部品に 
悪い影響をちえ、 义焚- 感電の原因となることがあります。 

♦湿気やほこりの多い墙所に置かないでください。义雖-感電の原因となることがありまず。 


•電源を入れる前には音量（ボリューム）を最ルにしてください。巧鋪大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあリます。 

電池を巧用する機器のみ 

♦電池を機器内に巧人する墙合、極性表示プラス©とマイナス©の向きに注意し，表示适リじいれて<ださい。閨違えると電池の破磬、 
液ちれにより、义炎-けがや周固をま損する原因となることがあります。 


万一の事故防止のため、この機器を電源コンセントの近くに置き，ずぐに電源コンセントか6プラグを抜けるようにしてください。 


旅行などで長期間，この機器をご使用にな6ないときは安全のため必ず電源プラグをコンセントか6扳いてください。 
お手入れの際は巧全のため電源プラグをコンセントか6抜いて行って<ださい。 


♦己年に一度く6いは機器巧部の掃陈を恶売店などにご相談ください。機器の内部にほこりがたまったまま、長時聞掃陈をしないと义 
雖や故障の原因となることがあります。特に，湿気のをくなる梅雨期の前に行うと、よリ効果的です。なお、掃陈費用については販 
売店にご相談ください。 


•アンテナエ事には，技術と経験が必要でずので、張売店にご相談ください。 

※送配電撼から離れた墙所に設置してください。アンテナが倒れた場合、感電の原因となることがあります。 


•濡れた手で電源プラグを振き差ししないでください。感電の原因となることがあリます。 

•電源プラグを抜くときは，電源コードを引っ張6ないでください。コードが傷つき、义雖■感電の原因となることがあります。必ず 
プラグを持って抜いてください。 


参移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか6抜き、アンテナ線、機器園の接続ケーブルなどか部の接統 
ケーブルを外してか6行ってください。ケーブルが傷つき，义炎.感電の原因となることがあります。 


お子様がディスク挿入□じ、手を入れないようにごを意ください。けがの原因となることがあリます。 
















Safety Information 


スピーカー部について 


r 

(S) 

♦スピーカーコードの上に重いものをのせたリ，コードが製品の下敷きにならないようにしてください。また、壁や棚などの間にはさみ^ 
込んだリしないで<ださい。スピーカーコードを傷つけて义炎の原因となリます。 


A 

•スピーカー内部に金属片サ異物などを落とさないで<ださい。ショートや発熱などを起こし，火災の原因となりまず。 

A 

敬化 
言 口 

〇 

♦スピーカーコードを熱器具や白熱灯の近く、直射日光のあたるところじは近づけないで<ださい。コードの被覆が溶けて.义淡の原 
因となりまず。 

S) 

•スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かリサすい場所に這わせないでください。つまずいて転潮したり，スピーカーが落下し、 
けがや事故の原因となりまず。 


® 

♦く本製品>を分辭したり巧造しないで<ださし、破損が义雖の原因となります。 


〇 

•熱器具や白熱なのお<、直射日光のあたるところには設置しないで<ださい。そのような±易所で使用しまずと、义雖の原因となりまず。 


r 

S) 

•ぐらついた台の上サ傾いたところなど不安定な場所は避けて置いて<ださい。また、設置場所の強度は重みに耐えられるものにして'^ 

ください。落下して.けがサ事故の原因となりまず。 

A 

を意 

〇 

♦スピーカーを高いところに設置される場合には，作業が不を定じなりますので作業には十分ごを意<ださい。けがサき故の原因とな 
ります。 

S) 

•定梅を超える入力を人れた状態サ長時聞音が歪んだ状態で巧用しないで<ださい。スピーカーが発熱し、义毁の原因となることがあ 
ります。 

S) 

•高いところに設置される場合じは、不意な衝擊に対して落下しないよう固定して<ださい。固定しないまま使用しますと、落下し、 

けがや事故の原因となりまず。 


S) 

•取付金具をご使用になる場合は.ご巧用になるスピーカーに対応しているポープ社製の金具をご使用ください。 

他メーカーの金具サ、対応かの金具を使用ずるとスピーカーの破損か落下のおそれがあります。 J 


製品について 


'A 

S) 

•ゴム足は素材の性質か 6 , 設置面の璧料によっては，移行または汚染を示ず可能性あります。事前にご確認のうえごを用<ださい。 j 

を意 

S) 

•付属のゴム足は高摩擦性を有している分、晝装面との接触面に密着しやすいせ質を持っております。接触面の一部を剥がしてしまう 1 

可能性も有りまずので、事前にご確認のうえご使用ください。 J 
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《 r 故障かな？と思った5」、 r 仕樹につし VC は操作ガイドをご覧ください。 
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Introduction 


設置を始める前に 


Lifestyle ® 181 / Lifestyle ® 381似下 LS -18 I / LS -38 I ) をお買い上げいただきまして 
ありがとうございまず。 

この設置ガイドをお読みになる前にクイックセットアップガイドじしたがって設置が終了された 
お客樹まアダプトの」じよる音場補正（システム調截"に6ぺージほで進んでいただいても 
かまいません。 

設置を終え6れていないお客様はこの設置ガイドの順番にしたがって作業を巧ってください。 
また、このガイドはか要なときにご覧になれるよう保管される事をおずずめしまず。 


再生でをるディスクについて 


LS -18 II / LS -38 I 1 [の DVD 

• DVD ビデオ 


/CD プレー 

Ejyr> 



ヤーは> iu 下のタイプのディスクを再生できます。 

.音楽 CD 咖離 

DIGITAL AUDIO 


•ビデオ CD 


V 議 D 


咖昼區 

[digital video) 


•CD-R、CD-RW 


面□置恆团□昼歷 

DIGITAL 占 UmO DIGITAL AUDIO 

I がんり .kkra [ReWritabiel 


•DVD±R、DVD±RW 

《 DVD ビデオとして再生するには、ビデオモードでフォーマットしファイナライズする追、要があります。巧し、使用 
するディスクの特性•巧れ•キブまたは、ピックアップの巧れ•結露等により再生できない場合があります。 


•MP3 CD 

※全てのトラックは、ディスクアットワンス（シングルセッション)で書き込まれていること。 
※ディスク. フォー マットは、に0%目0に準処していること。 

※それぞれのファイルに、‘ ‘. mp 3" の拡張子がかいていて、拡張子 L ソ外に"."を使っていないこと。 


地域番号を確認してく ださい 

DVD プレーヤーと DVD ディスクの地域番号（リージョンコード）が合っていなければ使用できま 
せん。地域番号はそれ6の機器> DVD ディスクが使用される国または地域ごとに割り当て6れ 
ていまず。本機の場合はリージョンコードは「2」でず。 

DVD ディスクはジャケットやケースなどじ記載されていまず。日本で視聴できるディスクじは 
ちのような記号がありまず。 

また、業務用ディスクの中には> 本機での再生が 
禁止されているものがありまず。 



鹽鹽 


など 
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System Installation Instructions 


設置作業を始めます 

箱や捆包材は，後日修理やメンテナンス等げ企、要になった場合のためじ保管しておくことをお 
ずずめしまず。もし、開捆時に損傷などが発見された場合や内容物が不足しているときは，その 
ままの状態を保ち、ただちにお買い上げになった販売店までご連絡ください。そのままでのご使 
用はおやめ < ださい。 


A 警告: 


製品を包んでいたビニール袋はかぶったり飲み込んだりして窒息する危険がないように、子供の 
手の届かない場戸斤に保管するか、処分してください。 


付属品の確認 




フ□ントス ピーカー用コード 
6 mx 3 


メディアセンター • ベースモジュール 
接続ケーブル目 mxl 



オーディオピンケーブル 
(ホ白プラグ） 1.7 mxl 



メディアセンター用 
AC アダプター 



映像ケーブル 
(黄プラグ）1 .8 mxl 



S 映像ケーブル 
1 .7 mx 1 



センター スピーカー 用ゴム足 



リモコン用電池（単 3) x 2 



コンポーネントビデオ 
アダプターケースレ X 2 



( AC アダプター巧/ベースモジュール巧各1 ) 




セットアップディスク1 ‘2 
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調整用ヘッドセット型マイク 




















System Installation Instructions 


リモコンの電池の入れかた 

1. リモコンを裏返しにしてバッテリーカバーを下に押し込みなが6引き化すようじ電池ボック 
スを開けまず。 

之. ボックス内の表示に合わせて乾電池(単兰型2本)を入れてください。 

3. スライドさせるようにしてバッテリーカバーを閉めてください。 

A を意：付属の乾電池は動作チェック用として同相してあります。新品の乾電巧よりは使用期間が短くな 
りますので、およそ1年後を目をに、新しし、乾電;也と交換してください。 

乾電池(を 3) 2本 


广 A 電池にっし、てのを意 - 

-指をかの電池を使用しないでください。 

.乾電池の©と©をシヨートさせないでください。 

•乾電池の®と©の向きを電池ケースに表示されているとおりに正しく入れてください。 

•電池を加熱しないでください。 

•分解しないでください。 

•义や水の中に入れないでください。 

•新しい乾電池と古い乾電池、または種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでくださし、。 

•乾電池は絶がに充電しないでください。 

•長い間 （1 力月 JiLh ) リモコンを使用しないときは、乾電池をリモコンから取り出しておし、てください。 

•液漏れを起こしたときは、ケース巧についたあをよくふき取ってから新しし、乾電池を入れてください。 
•万一、もれた液体が身体についたときは、水でよく;ホい流してくださし、。 

V _ J 





受光部分 
/ 



電池の交換時期について 


使用上の注意 - N 

• メディアセンターの受光部に直射日光や 
照明の強い光が当たっていると、リモコン 
の操作ができないことがあります。 

-本機のリモコンを操作すると、ホか線によ 
りコントロールするイ也の機器を誤動作さ 
せることがありますので、ごを意ください。 

•リモコンとメディアセンターの受光部の間 
に障害物があったり、受光部との巧度が 
悪いとリモコン操作ができないことがあり 
ます。 

V-/ 


リモコンの電池げ消耗ずると，リモコンの動作節困が狭まつてきて効きが悪くなってきまず。 
このようなを状が化てきた6リモコンの乾電池を2本とも新しい乾電池に交換してください。 
新品のアルカリ電池を使用ずれば通常お2年程ご使用いただけまず。 
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System Installation Instructions 


設置方法 



ここに示しました設置のガイドラインは、製品の性能を最大限に活かしてより広い空圍印象で 
ホームシアターをお楽しみ頂くためじおずずめずるものでず。ただし、これを参考にご自分の 
お巧みやお部屋の状況に応じてよりをい設置場所を探して頂いても構いません。また、 r お部屋 
の状況」「スピーカーの位置」 r リスナーの位置」に応じた最適な音響特性に調整ずるため、全て 
のスピーカーの設置と結線が終了した後に r アダプトの」じよる音場補正 （26 ページ参照)をあ 
わせて巧うことをおずずめしまず。 


A 


敬た. スピーカーを設置する部分が滑りやすいが質の場合は、スピーカーが音を出したときの振動などで 
^口 ■ 滑って落下する恐れがあります。このような場戸斤に設置する場合は滑り落ちないように滑り止めの 
処置を斤って設置してください。 


フロントス ピーカーの設置位置について 

音場イメージと視覚イメージが一致ずるようにフ□ント L / R 庙ち)のサテライトスピーカーか 
6化る音声はテレビやスクリーンなどの画面の両端か6闇こえるようじ設置しまず。 

1. 大型テレビやスクリーンの場合は両脑にスピーカーを設置します。ルさな画面のテレビの場 
合は，画面の端か6それぞれ 60 cmt (内に設置することをおずずめしまず。ベースモジュール 
とサテライトスピーカーの距離は，付属のスピーカーコード (6 m ) の届く節困内に設置して 
ください。サテライトスピーカーを設置する高さは画面中央じなるようじ設置することをお 
ずずめしまず。 

2. サテライトスピーカーは，壁のある方向あるいは前方じ(外に向けて反射音を作り化しまず 
(10 ページ参照)。 

:サテライトスピーカーは、テレビの近くに設置しても画面に影響が出なぃような防磁型を採用してぃます。 

K . 天井から吊り下げたりして、極端に面面の高さと違う場合は音像の移動感と映像の移動とが不自がに 
J ■ なります。極端に面面とスピーカーの高さはをえないほうがをいでしょう。 
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System Installation Instructions 


Ls-ism 


LS-38m 



フ□ント C( センター）スピーカーの設置位置につし)て 

フ□ント C (センター）スピーカーか6化る音声げ、画面の中央か6聞こえるように設置しまず。 

ベースモジュールか6の距離げ付属のスピーカーコード (6 m ) の届く範困内に設置してください。 

K . 天井から吊り下け'たりして、極端に画面の高さと違う場合は音像の移動感と映像の移動とが不自なに 

J ■ なります。極端に画面とスピーカーの高さは違えないほうがをいでしょう。 

1. サテライトスピーカー1台をセンタースピーカーとしてテレビの上または下のなるべく画面 
においところに置きます。下に置く場合はサテライトスピーカーじ直接テレビの重量がかか 
6ないようじしてください。 

K . センタースピーカーをテレビの上やラックの上にじかに置く場合は、をを性を良くするためにか属のセ 

J ■ ンタースピーカー用ゴム足を使用してください。 

P :サテライトスピーカーは、テレビの近くに設置しても画面に影響が出ないような防磁型を採用しています。 

2. テレビの上に置く場合は、なるべく画面の一番手前になるようじ置いてください（テレビの 
奥の方には置かないでください）。 

サラウンドスピーカーの設置位置につし)て 

1. リアサラウンド用サテライトスピーカーは、なるべくリスナーの横か部屋の半分より後ろ側 
じ設置しまず。高さはちの高さかそれより高い位置に設置しまず。 

2. サラウンド用サテライトスピーカーの向きは上図のように、できるだけスピーカーか6の音 
を反射させ> ちに届くまでの音の道のりが長くなるようにしまず。スピーカーの向きがリス 
ニングポジションに向いてなくてもアダプ HQ の実巧で各スピーカーの特性は巧一化され 
ます。 
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System Installation Instructions 


ベースモジ a —ルの設置位置について 

巧のことを確認して設置してください。 

•ベースモジュールじ接続するケーブル類げ届く節困内であること。 

•設置する場所はテレビやフ□ントスピーカーが設置してあるのと同じ側であること （10 ページ 
参照)。 

•ベースモジュールは非防磁型のスピーカーなので、ブラウン管を使用しているテレビの場合 
は画面に影響をみえないようじ 60 cm は離れていること（機種とブラウン管のサイブじよっ 
て異なります）。 

い、と. ベースモジュールは防磁処理がされてぃません。そのため、ビデオテープ、カセットテープ、その化 
ZlA ぶ'胃、-磁気による記録媒体を直接あるぃは近}ました場巧にな管すると内容が消えたり、再生できなくな 
る場合があります。磁気による記録媒体をベースモジュールのおくには保管しなぃでくださぃ。 

音の出る前面部分と後部スリットを塞びないようにしてください。 

•ベースモジュールは，テーブルの下や、ソファーの陰などじ設置することげできます。その際、 
家具やカーテンがベースモジュール後部の換気ぶ巧用スリットを塞がないように，また前面お 
よび後面と壁までの距離を 5 cm 以上離してください。 

-ベースモジュールは，音が化る前面部分が塞がれることを防ぎ，効率よ<低音エネルギーが得 
6れるようじ、前面部分を部屋に向けるか、壁じおうようじ設置します。壁面に向ける場合は 
已 cm じ(上離して < ださい。 

-ベースモジュールは底面または、側面を下側にして設置ずることができまず(下図参照)。 



© 


最適な設置 

この置き方げ内部を一番 
効率よくぶ巧できまず。 




可能な設置 

側面を下にして設置する 
ことちできまず。 


禁止 

後部アンプ部を下に 
して設置しないでく 
ださい。 


禁止 

前面部を下にして設 
置しないでください。 




禁止 

逆さまに設置しない 
で < ださい。 



'置き方がままった下の部分になるところの4ずみじ付属のゴム足をつけまず。安を度を高 
め' 床に傷ががくのを防ぎます。 


を意： 


ベースモジュール後部のスリット部分からの換気で内部の機器の冷 a を斤っていますので、ホし 
てスリット部分を塞がないようにしてください。 
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System Installation Instructions 


メディアセンターの設置について 

巧のことを確認して設置してください。 

. メディアセンターの前面には邪魔じなるような物を置かないでください。また，フ□ントカバー 
を開けるだけの十分なスぺース り OcmiU 上) を確保してください。 インジケーター部分もよく 
見えるようじ設置してください。 

•接続する機器(テレビやビデオデッキ）との距離がケーブルの届く範困であることを確認して 
ください。もし，付属のケーブルで届かない場合は，市販のオーディオケーブルや巧像ケーブ 
ルをご用意ください。 

-メディアセンターとベースモジュールを接続ずるケーブルは約 9 m ありまず。このケーブルの 
長さの節困内に設置してください。 

.ずべての結線が終わるまで接続している機器の電源プラグはコンセントじ差し込まないでくだ 
さい。 



ディスクトレー 受光部分 コント□ールバネル 
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System Installation Instructions 


ベースモジ ュ ールとヴテラスビーカーの想線 


/ K を意：すべての結線が終わるまで接続している機器の電源プラグはコンセントじ差し込まないで〈ださい。 


スピーカーコードをサ了フイトスピーカーじ接続しまず。 



スピーカーター ミナルはホが©、 
黒が©です。 コー ドはホい スリー 
ブが ついている方が©です。 
コ—ドの©©を間違えないよう 
にを意してください。 



サラウンド L 


サラウンド R 



5個のサテライトスピーカーを全て 
同じようにお続します。 

※ホい ス U - ブび付いている方のコー 
ドを スピーカーの 背面にある入力 
端テのラちホい縁どりびあるちに 
差し込みまず。 


'スピーカーコードのピンプラグを確実にベースモジュールのジャックじ差し込みまず。 



• 青プフグのコードはちフ□ントスピー 
カーじつないで < ださい。 

•茶プラグのコードはセンタースピー 
カーじつないで < ださい。 

• 白プラグのコードは左フ□ントスピー 
カーじつないで < ださい。 

•紫プラグのコードはちサラウンド 
スピーカーに つないで < ださい。 

•緑プラグのコードは左サラウンド 
スピーカーに つないで < ださい。 
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System Installation Instructions 


目巧の凸部 



赤いスリーブ 


. スピーカー側は、ホいスリーブが付いている方が©になり 
■ ます。スリーブが取れてしまったり、 コー ドを短くしてご使用 
になる場合は、図のように〕ードに凸があるちが©じなり 
ますので コー ドの凸を目印にしてください。 


ベースモジユールとメディアセンターの接続 

付属のメディアセンター' ベースモジュール接続ケーブルを使って、メディアセンターとベース 
モジュールを接続します。 

1. コネクターの片側を平らな面を上じしてメディアセンター背面の ‘Speakers Main ’ じ差 
し化みます。 

2. もう片側のコネクターをベースモジュールの ‘ Media Center ’ と書いてあるジャックじ差 
し化みまず。 






— 庶 W 一 か鄉 

©譬 




み i 
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System Installation Instructions 


巧属アンテナの接続 

メディアセンター背面に AM と FM のアンテナ接続ジャックげありまず。アンテナ線は丸めたりせ 
ず' 必ずのばした状態でご使用ください。 

K . 室外アンテナをご使用になる時 

J ■ 電波の状ななどは、地 t まによってさまざまですので、おおくの電気店などにご相談ください。また、を全 
のためにも専門の業者にご相談ください。 



FM アンテナの接続 

1. メディアセンターの FM アンテナジャックに付属の FM 
アンテナのプラグを奥までしっかり差し込みます。 

2. アンテナアームを広げます。アンテナの向きや位置を 
いろいろ試してみて最良の受信状態が得6れる位置 
を探してください。また、アンテナはメディアセンター 
や他の機器か6できるだけ離して設置してください。 



AM アンテナの接続 

P :壁にアンテナを取り付ける際は、アンテナに同封してある説明書にしたがって作業を斤ってください。 

1. メディアセンターの AM アンテナジャックに付属の AM アンテナのプラグを奥までしっかり 
差し込みます。 

2. ループアンテナを付属の AM アンテナスタンドじ立てる場合は、アンテナじ付属の説明書を 
ご覧 < ださい。 

3. アンテナのループをできるだけメディアセンターや他の電気器具か6離してください。少 
なくともメディアセンターか6は 50 cmiU 上、ベースモジュールか6は 60 cmiU 上離して設 
置してください。アンテナの向きや位置をいろいろ試してみて最良の受信状態が得6れる 
位置を探してください。窓際の方が感度が上げる場合がをいようです。メディアセンター 
やべースモジュールにおづけると受信感度が低下ずる場合がありまず。 
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付属の 

s 映像ケーブル 


テレビ背面パネル 


System Installation Instructions 


テレビ、ビデオデッキの接続1 

テレビに映像入力び1系統しかなし ) 場を 


•ビデオデッキ背面/ ネルつ 



ビデオ入力 


〇〇 〇 

"I "i II 
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System Installation Instructions 



テレビの操作 

ビデオデッキの操作 

メディアセンター 
の操作 

テレビを見る 

テレビのチヤンネルを見たい番 
組に合わせる 


テレビに切り替える 
リモコンの TV ボタ 
ンを押す 

ビデオを見る 

メディアセンターを接続した入 
力（ビデオ）じ切り替える 

ビデオを再生する 

VCR に切り替える 
リモコンの VCR ボ 
タンを押ず 

DVD を見る 

メディアセンターを接続した入 
力（ビデオ）じ切り替える 


DVD を再生ずる 
(操作ガイド参照） 


ES 映像信号の接続について 

テレビの巧像入力端子とメディアセンターを接続ずる巧像ケーブルは、付属の巧像ケーブル（黄色の 
ピンケーブル)または S 巧像ケーブルをご使用ください。テレビ側に S 巧像入力がある場合は、 S 巧像 
ケーブルをご使用じなる方げより高画質で巧像をお楽しみいただけまず。 


. メディアセンターの映像出力端子とビデオデッキの映像入力端子は接続しないでくださし、。 DVD 
J な'胃' -ビデオを再生した場合著作権保護の影響により面面が乱れる事があります。 


K 、、±立-メディアセンターの映像出力端子とテレビの映像入力端子を映像ケーブル横色）で接続している場 
J な'胃' -合は、ビデオデッキの映像出力端子とメディアセンターの映像入力端子との}妄続も映像ケーブル馈 
色）でを続してくださし、。メディアセンターの映像出力端子とテレビの映像入力端子を S 映像ケーブル 
で接続している場合は、ビデオデッキの映像出力端子とメディアセンターの映像入力端子との接続 
も S 映像ケーブルで接続してください。 


テレビか 5 の音声について 

テレビの音声を LS -18 I / LS -38 血で楽しむ場合，テレビに付いているスピーカーか6音が化ないよ 
うに設をしまず。テレビの設をで内蔵スピーカーを使用しないようじ設をしてください。もし、テレ 
ビに内蔵スピーカーを切る設をがない場合は，テレビの音量を最ルじしておきまず。テレビの設を 
についての詳しい内容はテレビの取扱説巧書をご覧<ださい。 
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付属のオーディオ 
ピンケ^ブル 



付属の 
映像ケーブル 


付属の 
S 映像 
ケーブル 



巧 


どち5かの映像 
ケーブルを接続し 
て < ださい。 




テレビ、ビデオデッキの接続2 

テレビに映像入力び2系統な上ある場合 






しテレビ背面パネル 


/市販の映像ケ—ブル 


■ 巧:4|| 

©#t, 


kf vft/ T ^ / 




◎# 争 j 


-E 



.市販の s 映像ケ—ブル 



どち 6 かを接続 
して < ださい。 
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テレビの操作 

ビデオデッキの操作 

メディアセンター 
の操作 

テレビを見る 

テレビのチヤンネルを見たい番 
組に合わせる 


テレビに切り替える 
リモコンの TV ボタ 
ンを押す 

ビデオを見る 

ビデオデッキを接続した入力（ビ 
デオ 2) に切り营える 

ビデオを再生ずる 

テレビに切り替える 
リモコンの TV ボタ 
ンを押す 

DVD を見る 

メディアセンターを接続した人 
力（ビデオ 1) に切り替える 


DVD を再生する 
(操作ガイド参照） 


ES 映像信号の接続について 

テレビの巧像入力端子とメディアセンターを接続ずる巧像ケーブルは、付属の巧像ケーブル（黄色の 
ピンケーブル)または S 巧像ケーブルをご使用ください。テレビ側に S 巧像入力がある場合は、 S 巧像 
ケーブルをご使用じなる方げより高画質で巧像をお楽しみいただけまず。 


. メディアセンターの映像出力端子とビデオデッキの映像入力端子は接続しなぃでくださし 、。 DVD 
J な'胃' -ビデオを再生した場合著作権保護の影響により面面が乱れる事があります。 

テレビか 5 の音声について 

テレビの音声を LS -18 I / LS -38 血で楽しむ場合，テレビに付いているスピーカーか6音げ化ないよ 
うじ設をしまず。テレビの設をで内蔵スピーカーを使用しないようじ設をしてください。もし、テレ 
ビじ内蔵スピーカーを切る設をがない場合は，テレビの音量を最ルじしておきまず。テレビの設を 
じついての詳しい内容はテレビの取あ説巧書をご覧ください。 
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テレビ * HDD DVD レコーダー、地上デジタル /BS デジタルチユーナーとの接続 


市販のち型光デジタルケーブル （21 ぺージの※ 2 参照） 
操作ガイド"メディアセンター設を"の"化デジタル 
入力’’ の項目を参照してください。 


^地上デジタル /BS デジタルチューナー背面パネル‘ 

テレビ巧 ビデオ巧 

左音声 を音声 左音声 ち音声 


出 

力 


思 


百 



出力(白）出力(ホ）出力(白）出力(ホ）块该出力(ま） 



市 

映 


圖 

映像出力（黄） 



国 

為 

左音声出力（白） 


L 


屬) 

を音声出力（ホ） 


R 

◎ 


左音舌入力（白） 
を音舌入力（ホ） 


D 端子入力; 


出力 


ビデオ入力1 


D 端子入力 


I テレビ背面パネル 


System Installation Instructions 



0の接続に合わせて 
どちらかを接続してく 
ださい。 



端 


ンブ 
□ - 
のケ 
販像 


国 
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System Installation Instructions 



テレビの操作 

HDD DVD 
レコーダー の操作 

地上デジタル /BS デジ 
タルチューナーの操作 

メディアセンター 
の操作 

テレビを見る 

テレビのチヤンネル 
を見たい番組に合 
わせる 



テレビに切り替える 
リモコンの TV ボタ 
ンを押す 

HDD DVD レ 
コータ' —の録 
画データを見る 

メディアセンターを 
接続した入力（ビデ 
才 1) に切り替える 

録画データを再生 
する 


VCR に切り替える 
リモコンの VCR ボ 
タンを押ず 

地上デジタル 
/BS デジタル 
放送を見る 

デジタルチューナー 
を接続した入力の 
端子入力 1) に切り 
替える 

/ 

見たい審組し'='チヤ 
ンネルを合わせる 

CBL.SATI こ切し J 誓 
える（光デジタル接 
続の割当設定要） 
リモコンの CBL - 
SAT ボタンを押す 

DVD を見る 

メディアセンターを 
接続した入力（ビデ 
才 1) に切り替える 



DVD を再生ずる 
(操作ガイド参照） 


メディアセンターは、 AAC デコーダーを内蔵しています。デジタル出力は AAC デジタル信号のまま出力するように設をしてくだ 
さい。詳しい使し、方は、その機器の取扱説明書をご覧ください。 

《2操作ボイドの‘‘メディアセンター設定"の‘‘光デジタル入力’’の項目を選び、 CBL - SAT に光デジタル接続を割り当ててください。 
デジタル入力を使用する場合は、同時にアナログ音声信号も接続してください。 

ES 映像信号の接続について 

テレビの巧像入力端子とメディアセンターを接続する巧像ケーブルは、付属の巧像ケーブル(黄色のピンケーブ 
ル)または S 巧像ケーブルをご使用ください。テレビ側に S 巧像入力がある場合は， S 巧像ケーブルをご使用じな 
る方げより高画質で巧像をお楽しみいただけます。 

. メディアセンターの映像出力端子とビデオデッキの映像入力端子は接続しないでくださし、。 DVD ビデオを 
J '胃' -再生した場台著作権保護の影響じより面面が乱れる事があります。 

K 、、±立-メディアセンターの映像出力端子とテレビの映像入力端子を映像ケーブル演色）で接続している場台は 、 HDD DVD 
J な'胃'.レコ-ダ-の映像出力端子とメディアセンタ-の映像入力端子との接続も映像ケ-ブル镇色）で接続してくださ 
し、。メディアセンターの映像出力端子とテレビの映像入力端子を S 映像ケーブルで接続している場合は 、 HDD DVD 
レコーダーの映像出力端子とメディアセンターの映像入力端子との接続も S 映像ケーブルで接続してくださし、。 


テレビか5の音声について 

テレビの音声を LS -18 血/ LS -38 血で楽しむ場合，テレビに付いているスピーカーか 6 音げ化ないようじ設をし 
ます。テレビの設をで内蔵スピーカーを使用しないようじ設をしてください。もし、テレビに内蔵スピーカーを 
切る設をがない場合は、テレビの音量を最ルじしておきまず。テレビの設ちじついての詳しい内容はテレビの 
取あ説巧書をご覧<ださい。 
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System Installation Instructions 


コンポーネント映像ケーブルで接続する場さ 


DVD ビデオとデジタルチューナーはコンポーネント接続でよりきれいな巧像で楽しみ，地上デ 
ジタル/ BS デジタルチューナーか6の音声をデジタルでメディアセンターじ人力して AAC など 
のデジタル音声放送を楽しめまず。 
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System Installation Instructions 



テレビの操作 

HDD DVD 
レコーダー の操作 

地上デジタル / BS デジ 
タルチューナーの操作 

メディアセンター 
の操作 

テレビを見る 

テレビのチヤンネル 
を見たい番組に合 
わせる 



テレビに切り替える 
リモコンの TV ボタ 
ンを押す 

HDD DVD レ 
コータ' —の録 
画データを見る 

HDD DVD レコーダー 
を接続した入力 （ビ 
デォ1または D 端す 
人力 2) じ切り替える 

録画データを再生 
ずる 


VCR に切り替える 
リモコンの VCR ボ 
タンを押す 

地上デジタル 
/己 S デジタル 
放送を見る 

メディアセンターを 
接続した入力の端 
子入力 1) に切り替 
无る 

/ 

見たい番組し'='チヤ 
ンネルを合わせる 

CBL . SAT に切し J 替 
える（光デジタル接 
続の割当設定要) 
リモコンの CBL - 
SAT ボタンを押ず 

DVD を見る 

メディアセンターを 
接続した入力の端 
す入力 1) に切り替 
无る 



DVD を再生する 
(操作ガイド参照） 


&1 メディアセンターは、 AAC デコーダーを内蔵しています。デジタル出力は AAC デジタル信号のまま出力するように設定してくだ 
さい。詳しい使し、方は、その機器の取扱説明書をご覧ください。 

&2操作ガイドの"メディアセンター設を’’の"光デジタル入力’’の項目を選び、 CBL ’ SAT に光デジタル接続を割り当ててくださし、。 
デジタル信号を使用する場合は、同時にアナログ信号も接輪してください。 


. メディアセンターの映像出力端子とビデオデッキの映像入力端子は接続しないでください。 DVD ビデオを 
J /±思 • 再生した場合著作権保護の影響により画面が乱れる事がありまず。 


テレビか5の音声について 

テレビの音声を LS -18 曲/ LS -38 曲で楽しむ場合、テレビ1こがいているスピーカーから音が化ないようじ設定し 
ます。テレビの設定で内蔵スピーカーを使用しないようじ設定してください。もし、テレビに内蔵スピーカーを 
切る設定がない場合は、テレビの音量を最ルじしておきます。テレビの設定じついての詳しい内容はテレビの 
取撒説明書をご覧<ださい。 
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System Installation Instructions 


か部の機おに録音する場合 

力たットデッキれ MD レコーダーを接続ずる場合 

b . 外部機器の操作をメディアセンターから行うことはできません。また、外部の機器の使い方は、それぞ 
J ■ れの機器の取扱説日月書をご参照ください。 



へッ ドホンの使い方について 

市販のへ、ソドホンで音楽を聴くじは、メディアセンターに向かってち側じあるステレオミニ 
へ、ソドホンジャックを使用しまず。このジャックにへ、ソドホンプラグを差し込んでください。 
へ、ソドホンを接続すると，自動的にスピーカーか6の音が止まりまず。 



を意：へッドホンをご使用になるときは、音量を上げすぎないようにごを意くださし、。耳を刺激 
するような大音量で長時間続けて聴くと聴力におい影響を与えることがあります。 
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System Installation Instructions 


r アダプト IQJ による音場補正 ( システム調壁 ) 

付属品の中の青い小箱に2枚のセットアップディスクと専用のヘッドセット型マイクが入っています。 



わせて LS -18 II / LS -38 I を調整します。 

'ヘッドセット型マイクはディスク2の「アダプトの」じよる部屋の音響特性を調整ずるときじ使 
用しまず。このヘッドセット型マイクは，調整作業中でテレビ画面に指示が化たときに使用し 
ます。 


これ6の2枚のディスクは全てのスピーカーの設置と結線が終了した後に使用しまず。 

K . 調整の作業が完了するまで、約20分かかります。調整の最中に雑音が入ると正しく調整できませんの 
J ■ で、誰からも迷惑をかけられたり、かけなくてもすむ状ミ兄のときに行うことをおすすめします。 

調整用へッドセット型マイクを接続しまず 

電源を接続する前に、システム調整を行うためじ、付属の調整用ヘッドセット型マイクをメディア 
センター背面の AUX 音声入力端子に接続して < ださい。 


AUX へ 
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System Installation Instructions 


電源を接続しまず 

2 本の電源コードを接続しまず。 

1. AC ケーブルの片側をベースモジュールの電源ジャックじしっかり奥まで差し込みまず。 
反対側を壁のコンセントじ差し込みまず。 




2. メディアセンター用 AC アダプターの丸いルさなプラグを、メディアセンター背面の DC 
POWER ジャックにしっかり差し込みまず。 


DC POWER ジャック 



3. もう1本の AC ケーブルの片側を AC アダプターの差し込み□にしっかり差し込み、反対側の 
AC プラグを壁のコンセントじ差し込みます。 
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System Installation Instructions 



システム調藝の開始 

1. テレビの電源を人れてください。また、テレビの入力切り換えが正しく行われていること 
を確認してください。 

2. メディアセンターのフ□ントカバーを開けて Open / 巳 lose ボタンを押してください。 

3. セットアップディスク1をディスクトレーにレーベル面を上じしてセットし、もう一度 

Open / Close ボタンを押してください。 

4. リモコンの CD / DVD ボタンを押しまず。 

5. ディスクの再生げ始まります。再生される内容をよく見て、聴いて指示にしたがってくださ 
し、ディスク2に交換ずるタイミングの指示もされまずので，その指示じしたがってディスク 
2をセットし，再生します。 

K . ディスク2を再生すると、付属のヘッドセット型マイクを使用するタイミングの指示があります。か属の 
J ■ ヘッドセット型マイクは耳の上にかけて使用します。 


2枚のディスクの指示に従ってシステム調整を巧えば、お聴きじなる場所での音響特性が最適な 
状態じなるようじ調整されまず。 

■別の部固こ LS - 181 / LS -38 血を設置しなおしたり、お部屋の中の模様替えを巧ったときなどは 
お部屋の音響特性が変わってしまいまず。そのような場合は、'必ず" r アダプトの」じよる音場補 
正（システム調整)"を巧って変わってしまった音響特性を調整してください。 

K . ヘッドセット型マイクとセットアップディスク1、2は一緒にして、入っていた箱じしまい後日使用できる 
J ■ ようにを全な場所に保管しておいてください。 
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Reference 


巧障の場をのお巧いをねせ巧 

故障及び修理のお問い合わせ先 

ポープ株ま会サービスセンクー 画0120 -235-250 

住所〒206-0035ま京都多摩市唐木田 1-53-9 唐木田センクービル 

製品等のお問い合わせは先 

ボープ株式会社ユーザーサポートセンクー 函0120 -130-1 68 


保話 保註の内容およびを件は付属の保証書をご覧ください。 


r 故障かな？と思った 5」、 r 仕様」については操作ガイドをご覧ください。 


ボーズ株式会社 http :// www . bose . co . jp / 

干 150-0044 東京都渋咎区円山町 28-3 渋谷 YT ビル ^0120-130-168 

♦仕様なび外観は巧良のため予告なく変更することがあります。 

♦弊社取扱が外の製品については、保証の責任を負いかねますのでごま意ください。 
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